
インフォシス データ オペレーション ワークベンチ

インフォシス データ オペレーション ワークベンチを活用して、プラットフォームを総合的に監視

ビジネスに不可欠な要素 データレイクを構築した顧客の90%は、監視業務にいくつかの問題を抱えています。

一元管理監視ソリューションがない場合、問題解決に費やされる時間の80%が専門家・担当者が投入されることとなります。

        データ取り込み問題                 統合の問題 

 

               アクセスとユーザビリティの問題                         パフォーマンスの問題 

  

             テクノロジーの問題                     生産性の問題 

 

• データレイクに何が取り込まれるか不明。人による確認

が必要 

• 監視向け内外インターフェイスを統合する、単一ツール

の選択が難しい 

• 現在の使用状況やデータ量の増加等に基づいて、将来

に必要な増強を見積もり、予測することが困難 
• あらゆる側面をまとめて監視し、価値あるインサイトを提

供する一元管理ツールがない 

• クラスターのヘルス状態、特にピーク時の負荷/人的介入

の問題について、包括的に監視することが困難 

• 様々なクラスタ・コンポーネントへのアクセスの監視、   

ユーザビリティの追跡 

問題の解決

インフォシス データオペレーション ワーク ベンチは、Hadoopクラスターをまとめて監視する一元管理型プラットフォームにより問題を解決します。

インフォシス データ オペレーション ワークベンチを使用してプロアクティブな監視を実現

データ取り込み監視:既存データ取り込みフレームワーク

を使用して記録されたメタデータに基づいて、時間の傾
向やドリルダウンによる障害分析等、クラスターに取り込
まれたファイル/フィードを包括的に監視

クラスター・ヘルス監視:アプリケーション、ノード、メモリ
/CPUの使用状況の観点から、クラスターを総合的に監
視

データ品質監視:既存データ品質フレームワークを使用

して記録されたメタデータに基づいて、取り込まれたデー
タの品質を詳細に監視

予測分析: 管理者が、クラスタ・リソースの現在の使
用状況に応じてクラスター増強を決定するのを支援

チケット・ツールとの統合:問題に基づいて現在のチ

ケット発行傾向を説明するインサイト等、アラートと
通知のプロアクティブなメカニズムを実現

ユーザー作業監視:既存ユーザーのクラスターへのログ

イン情報に基づき、クラスター内のさまざまなコンポーネ
ントの使用状況とアクセスのパターンについて明確なイ
ンサイトを提供



 


